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特
集農

林
業
と
福
祉
が
つ
な
が
る



ご
存
知
で
す
か
「
農
福
連
携
」

  

農
林
業
と
福
祉
（
障
が
い
者
）
が
つ
な
が
り
、

一
緒
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
農
福
連
携
。

今
、
全
国
で
こ
う
し
た
取
組
み
が
広
が
っ
て
お

り
、
各
地
で
多
く
の
障
が
い
者
が
農
業
や
林
業

の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

国
の
動
き

  

平
成
31
年
４
月
に
「
農
福
連
携
等
推
進
協
議

会
」
を
内
閣
府
に
設
置
し
、
国
内
の
農
福
連
携

の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
城

島
茂
氏
が
有
識
者
と
し
て
協
議
会
に
参
加
し
、

テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
さ

れ
、「
農
」の
広
が
り
と
し
て
、
林
業
や
水
産
業

農林業と福祉がつながる
１特集　人手不足の今「福祉の力」を選択肢として一緒に考えませんか？

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０　 ㉒８２５８（市役所 1階）

　人口減少や過疎化が進む今、多様な人材活用が求められています。そのような中、障がい者の働く
力は日田市の貴重な人材となっています。
　そこで、高齢化や人手不足に悩む「農業」「林業」と社会参加と働く場を確保したい「福祉（障が
い者）」がつながり、一緒に課題を解決していこうという取組みを「農福連携」といいます。

と
の
連
携
や
、「
福
祉
」の
広
が
り
と
し
て
、
障

が
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮

者
、
働
き
づ
ら
さ
や
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
人
等
へ
の
、
就
労
や
社
会
参
加
の
機
会
等
に

関
す
る
取
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
農
福
連
携
の
取

組
み
を
開
始
し
、
日
田
市
の
農
業
、
林
業
と
福

祉
（
障
が
い
者
）
が
つ
な
が
り
、
人
手
不
足
や

高
齢
化
の
課
題
と
働
く
場
の
確
保
、
社
会
参
加

の
課
題
を
一
緒
に
解
決
で
き
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

農
福
連
携
の
取
組
み
例

①
農
家
や
農
業
法
人
、
林
業
経
営
者
等
が
障
が
い

者
の
施
設
に
農
林
業
の
作
業
を
委
託
す
る
。

②
農
家
や
農
業
法
人
、
林
業
経
営
者
等
が
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
。

③
障
が
い
者
の
施
設
が
農
林
業
を
経
営
す
る
。

④
企
業
が
農
林
業
分
野
の
運
営
を
行
い
、
障
が

い
者
を
雇
用
す
る
。

　
市
で
は
、
主
に
①
と
③
の
方
法
で
取
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
①
の
作
業
委
託
に

関
し
て
は
、
日
田
市
と
し
て
、
農
福
連
携
総
合

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
農
業
や
林
業
関
係
者

に
障
が
い
者
の
働
く
力
を
知
っ
て
も
ら

う
場
と
し
て
、
ま
た
、
障
が
い
者
の
皆

農林業関係者・事業所

障がい者の施設
支援学校
障害者就業・生活支援センター

マッチング

日田市役所
農福連携総合相談窓口
（社会福祉課障害福祉係）

農業振興課・林業振興課
商工労政課・まちづくり推進課

連携

さ
ん
に
は
働
く
場
の
拡
大
と
し
て
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
総
合
相
談
窓
口

  

窓
口
で
は
、
農
福
連
携
に
関
す
る
様
々
な
問
い

合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

・
農
福
連
携
っ
て
何
？

・
障
が
い
の
あ
る
人
は
ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る

の
？

・
う
ち
の
仕
事
も
頼
め
る
の
？

・
農
福
連
携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
ん
だ

け
ど…

な
ど
、
小
さ
な
疑
問
か
ら
、
知
り
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
農
福
連
携
に
は
、
農
業
や
林
業
、
福
祉

だ
け
で
は
な
く
、
雇
用
や
地
域
の
つ
な

が
り
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
で
は
農
業
や
林
業
、
雇
用
等
の
担
当
課
と
連

携
し
、
農
福
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農福連携総合相談窓口

▼場所
　社会福祉課
　（市役所１階　紫色の③番窓口）

▼受付時間
　平日　午前８時30分～午後５時

▼問合せ先
　☎㉒８２９０　 ㉒８２５８
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百
（
た
く
さ
ん
）
の
仕
事
と

障
が
い
者
の
働
く
力

　
農
業
を
営
む
人
を
「
百
姓
（
百
匠
）
」
と
呼

ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
「
姓
」
に
は
「
仕
事
、

職
業
」
の
意
味
が
あ
り
、
農
業
に
は
た
く
さ
ん

の
仕
事
（
百
の
仕
事
）
が
あ
る
と
表
現
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
農
業
は
水

や
天
候
、
土
地
の
性
質
、
食
物
の
品
質
な
ど
、

全
て
の
こ
と
を
身
に
つ
け
て
、
作
物
を
育
て
る

こ
と
か
ら
、
幅
（
裾
野
）
の
広
い
、
「
総
合
産

業
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む

人
々
、
お
年
寄
り
も
子
供
も
総
出
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
協
力
し
て

農
業
を
営
ん
で
き
た
歩
み
が
あ
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
が
農
業
や
林
業
を
で
き
る
の
か
と

言
わ
れ
れ
ば
、
１
人
で
全
て
の
作
業
を
す
る
の

は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
農
業
や
林
業
に
は
多

く
の
仕
事
が
あ
り
、
そ
の
仕
事
を
切
り
分
け

て
、
複
数
の
障
が
い
者
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
能
力
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

作
業
を
行
う
こ
と
で
、
農
業
や
林
業
の
作
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
チ
ー
ム
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、

農
業
や
林
業
の
作
業
を
細
分
化
、
又
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
で
き
、
今
ま
で
農
林
業
に
携
わ
り
に
く

か
っ
た
若
い
人
や
主
婦
層
な
ど
が
働
き
や
す
く

な
る
事
例
も
、
国
内
で
は
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
農
福
連
携
総
合
相
談
窓
口
を
利
用
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
作
業
を
依
頼
し
た
市
内
の
農
業
、
林
業
の
事

業
所
と
、
障
が
い
者
の
施
設
が
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
農
福
連
携
の
事
例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

就
労
継
続
支
援

Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所
と
は

　
障
が
い
が
あ
り
、
働
き
た
い
け
ど
会
社
に
勤

め
る
に
は
自
信
が
な
い
人
や
、
毎
日
働
く
こ
と

は
体
力
的
に
難
し
い
人
た
ち
が
、
働
く
準
備
の

訓
練
を
す
る
施
設
で
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
事
業
所
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
Ａ
型
は
雇
用
契
約
を
結
び
、
訓
練
を
行
い

ま
す
。
Ｂ
型
は
雇
用
契
約
を
結
ば
ず
、
自
分
の

体
調
に
応
じ
て
就
労
に
向
け
て
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

多
様
性
を
生
か
す

　
人
口
減
少
や
過
疎
化
が
進
む
今
、
多
様
な
人

材
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
の

働
く
力
は
、
日
田
市
の
貴
重
な
人
材
で
す
。
障

が
い
者
の
働
く
喜
び
と
自
立
に
向
け
て
、
農
福

連
携
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Interview

農事組合法人
大肥郷ふるさと農業振興会
　代表理事　原田文利さん

（株）シンシアリー　えくぼ・ミニえくぼ
（就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所）
　島田陽一さん（左）、加藤悠貴さん（右）

昨年５月にさつまいもの植え付け作業を１つの事業所に依頼しました。

2,700本の植え付けを２日間で取り組んでもらいました。作業の仕上が

りも良く、植え付け以外にも調整作業なども依頼しました。どの仕事

もきれいで大変良い出来でした。初めての取組みでしたが、職員の人

が一人ひとりの向き不向きをみて、作業を切り分けて取り組んでく

れていたので、特に不安などはありませんでした。今年の植え付

け作業は全ての仕事を任せられると分かったので、植え付け量

を増やすことにしています。おかげで作付面積を増やすことに

なり、大肥郷としても農福連携はプラスになりました。

数年前から、稲作農家さんのお手伝いとして、農作業に取り組んでいました。

2016年に仕事として自分たちで育てた野菜を、自分たちで売ろうと就労継続支

援Ｂ型事業所を新たに開設しました。事業所近くの畑を使って自分たちで野菜

の栽培を始めました。５年経過し、市内各所の田畑で、米、サツマイモ、ト

マト、レタスなど多品目の栽培を行い、市場への出荷を行うまでになりま

した。昨年はトウガラシ栽培に挑戦し、ＪＡさんに出荷することがで

き、今年は増産予定です。農業を通じて生きがいややりがいを感じ、

利用者も職員も一体になって、美味しいものを作る喜びを感じていま

す。これからも勉強を重ね、農業を頑張っていきたいと思います。

（有）キヨタキナーセリー
　代表取締役　清瀧 毅さん

今年の２月に杉苗の採穂作業を２つの事業所に依頼しました。

採穂作業は親木から１本ずつ穂木を採る人手が必要な作業となりま

す。２つの事業所で１万本以上の穂木の収穫ができました。初めて

のことで、どのような仕事ができるのか分からない点もありまし

たが、皆さんが丁寧に一つずつ作業に取り組まれたので、こち

らも自分たちの仕事に集中することができ、人手を補うこと

ができたので良かったです。外仕事のため、天候に左右され

た点もありましたが、丁寧な仕事で予想以上の収穫量だっ

たため、今後も仕事の依頼を考えたいと思いました。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

障害福祉サービス事業所おおやま
（就労継続支援Ｂ型事業所）
　施設長　菅原勝志さん

農業経営をしながら、2018年に障がい者の働く場の提供を

考え、障がい者の就労訓練の事業所を立ち上げました。現

在は、トマトやピーマン、サニーレタスなどの野菜栽培を

中心に、ゆず胡椒などの加工品も作っています。障がい

の度合いや体調に合わせ、その人がその日にできる仕

事に取り組んでもらっています。最初は、慣れない作

業に戸惑う利用者もいましたが、今では圃場での収

穫作業やハウスの組立て作業などもできるようにな

り、農園の規模拡大ができるようになりました。

特集　農林業と福祉がつながる

農
福
連
携
に
興
味
を
持
っ
た
人
が
い
れ
ば

い
つ
で
も
担
当
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲日田市障害による差別を解消し誰も
　が心豊かに暮らせるまちづくり条例
　イメージキャラクター ポップスくん
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▼給付対象者　市内に本店又は主たる事業拠点を有す
る法人又は市内で事業を営む個人事業主等であっ
て、次の要件を満たす中小企業者等
①令和２年11月30日時点で事業を開始しており、申
請日以降も市内で事業を継続する意思があること
②新型コロナウイルス感染症拡大の影響等を受けたも
のであって、次の各号のいずれかに該当するもの
（ア）令和２年12月から令和３年２月までの期間（以
下「特定期間」）のうち、任意の１か月の売上高
が、前年同月と比較して、50％以上の割合で減少し
ていること。
（イ）新規創業者等で、特定期間の任意の１か月の売
上高と前年同月の売上高との比較が困難な者にあっ
ては、特定期間の任意の１か月の売上高が創業した
日の属する月から令和２年11月までの連続する任意

▼支援金給付額　一律20万円
※申請は１事業者につき１回。

▼提出書類
①中小企業者等緊急支援金給付申請書兼請求書（様式
第１号）

※様式は市ホームページからダウンロードできます。
②確定申告書（前年の比較月が記載されている年分）
【法人】
　確定申告書別表一、法人事業概況説明書（表裏両面）
【個人】
・青色申告の場合
　確定申告書Ｂ、青色申告決算書
・白色申告の場合
　確定申告書Ｂ、所得税収支内訳書、年間の月別事業
収入が分かる書類（各月の売上台帳など）

支援金給付額
一律20万円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって売上高が大きく減少し、
厳しい経営を強いられている事業者の皆さんに緊急支援を行います。

▼補助対象
・令和３年４～７月支払いの４か月分の賃料
※領収書の日付で確認。
・令和２年11月30日以前から契約書等に定められた
店舗等の建物賃料・地代

※管理費、共益費、従業員駐車場代を除く。
※店舗等併用住宅の場合は店舗等部分に相当する賃料が対象。
※詳細は市ホームページをご覧ください。

▼補助額　補助月額×４か月分（４～７月の実績）
【補助月額】１物件につき月額賃料の５分の４
　（上限６万４千円）100円未満切り捨て
※複数の契約がある場合、１事業者当たりの補助月額の上限
は20万円。

▼交付対象者　「共通事項」の要件を満たし、市内に
おいて事業所や店舗及び土地等を借入れ、当該物件
で事業を営んでいること

▼提出書類
①日田市中小企業者等賃料支援事業補助金交付申請書
（様式第１号）

新型コロナウイルス感染症に係る支援

企業及び個人事業主等を対象とする支援制度
新型コロナウイルス感染症に係る支援

企業及び個人事業主等を対象とする支援制度

②申請要件に係る誓約書兼承諾書（様式第２号）
③賃貸借契約書等の写し（令和２年に申請済みで、内
容に変更がない場合は省略可）

※店舗等併用住宅の場合は、事業用の経費として計上した額
の分かる確定申告書類の控えも添付。
④本人確認書類の写し（申請者が個人の場合）
　顔写真入りの免許証、マイナンバーカード　等
⑤「中小企業者等緊急支援金」の交付決定の写し

▼申請後の流れ
①交付決定（市→申請者）
　交付決定通知書（様式第３号）
②実績報告・請求（申請者→市）
・実績報告書兼請求書（様式第７号）…補助期間終了
後８月末までに提出（必須）
・概算払請求書（様式９号）…月ごとの請求を希望す
る場合提出（適宜）
③補助金支払（市→申請者）
　交付額確定通知書（様式第８号）

中小企業者等賃料支援事業補助金 共通事項

▼支援金額　一律10万円
※申請は１事業者につき１回。

▼交付対象者
　「共通事項」の要件を満たし、市内において事業所
や店舗等の建物を所有し、当該建物で事業を営んで
いること

※建物がプレハブなどの減価償却資産、親子、親族等が所有
するもので、自己所有建物と同様に、租税や光熱水費等の
固定費を負担している場合は対象となることがありますの
でご相談ください。

▼提出書類
①日田市自己所有物件事業者支援金交付申請書兼請求
書（様式第１号）
②自己所有の建物を所有していることが確認できるも
の（固定資産課税資産明細書の写しなど）
③「中小企業者等緊急支援金」の交付決定の写し
④本人確認書類の写し（申請者が個人の場合）
　顔写真入りの免許証、マイナンバーカード　等
※申請内容・要件等の確認のため、追加資料の提出をお願い
する場合があります。

自己所有物件事業者支援金

中小企業者等緊急支援金

問日田市企業支援窓口
　☎㉒８３４０（市役所７階）
　平日　午前９時～午後４時申請

期限

申請
方法

宛先

５月31日㈪（当日消印有効）

原則、郵送で下記に申請

〒８７７－８６０１
日田市田島２丁目６－１　日田市企業支援窓口宛

中小企業者
等賃料支援
事業補助金

自己所有物件
事業者支援金

※１事業者に対し、いずれか
　一方のみ申請できます。

支援額
一律10万円

中小企業者等
緊急支援金

の３か月間の平均売上高と比較して50％以上減少し
ていること。

※創業した日の属する月から令和２年11月までの期間が３か
月に満たない場合は、創業した日の属する月から令和２年
11月までの期間の月平均売上高と比較する。
※事業収入が、給料・年金・不動産収入等によって下回る場
合は該当となりません。
③市税を完納していること
④政治団体、宗教上の組織又は団体でないこと
⑤風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律
に規定する性風俗関連特殊営業又は当該営業に係る
接客業受託営業を行う事業者でないこと
⑥日田市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力
団員又は第６条第１号に規定する暴力団関係者でな
いこと

・確定申告の義務がない場合
　市県民税申告書、市県民税申告収支内訳書
③売上金額（令和２年12月～令和３年２月分）を証す
る帳簿等の写し
　売上台帳、損益計算書、残高試算表　等
④事業実態を証する書類
　登記事項証明書、営業許可証、開業届、確定申告書等
⑤給付金の振込先口座の分かるもの
　金融機関名、支店名、口座番号、口座種別及び名義
人が確認できるページの写し

※申請者名義の口座に限る。
⑥本人確認書類の写し（申請者が個人の場合）
　顔写真入りの免許証、マイナンバーカード　等
※申請内容・要件等の確認のため、追加資料の提出をお願い
する場合があります。

補助額
補助月額×４か月分
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区分

税額

三輪

四輪
以上

平成27年３月までに新
車新規登録された車両

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

平成27年４月以降に新車
新規登録された車両　※１

新車新規登録年月から13年
経過後の翌年度から　※２

（経年重課）

乗用

貨物
営業用

営業用

自家用

自家用

【軽自動車税（種別割）の減免】
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽自動
車税（種別割）の減免を受けられる場合があります。
※詳細は下記又は各振興局にお問い合わせください。

▼申請期限　５月31日㈪
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する
軽自動車（障がい者が18歳未満の場合等は、家族所
有の軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度等に
は一定の基準があります。
・申請に必要なもの
　運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽自動車
税（種別割）納税通知書、マイナンバーカード　等

【税額について】
・原付や125㏄超のバイク、小型特殊自動車
　令和３年度の税額は平成28年度以降変更ありません。
※小型特殊自動車（農耕作業用）は、公道の通行有無に関わ
らず、所有者によるナンバーの取得が義務となっています。
ナンバーの登録をお願いします。

（※１）令和２年度（令和２年４月１日～令和３年３月31日）に新車新規登録をした一定の環境性能を有する軽四輪車等は、令和
３年度の軽自動車税（種別割）がグリーン化特例によって軽減税率の対象となる可能性があります。

（※２）令和３年度に経年重課の対象となる車両は、新車新規登録年月が平成20年３月31日以前の車両です。

・軽自動車（四輪以上及び三輪の軽自動車）
　新車新規登録された年月（車検証の「初度検査年
月」）によって税額が決まります。（下表参照）

●軽自動車税（種別割）の納税は５月31日まで

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

　軽自動車税（種別割）は、毎月４月１日現在で軽自動車や原動機付自転車などの所有者に対して課税されます。納税
通知書は５月７日㈮に発送する予定ですので、５月31日㈪の納期限までに納めてください。
※軽自動車税（種別割）の領収証書は車検を受けるときに必要ですので、車検証と一緒に大切に保管してください。

軽
自
動
車

②身体障がい者用構造減免
　身体に障がいのある人が利用するために改造された
軽自動車

・申請に必要なもの
　車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税（種別
割）納税通知書

③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために
直接使用する車

・申請に必要なもの
　法人の代表者印、車検証、軽自動車税（種別割）納
税通知書、運行計画書等、定款

減免申請書への個人番号・法人番号の記載について
番号法の施行に伴い、減免申請書に納税義務者の個人番号（法人の場合は法人番号）の記載と減免申請書提出の
際に、番号法に基づく本人確認（個人番号確認＋身元確認）が必要です。各申請に必要なものと併せてマイナン
バーカードと身元確認ができるもの（運転免許証、旅券等）を持参してください。
※申請に必要なものに納税義務者の身元確認ができるものが含まれている場合は、追加で持参する必要はありません。
※法人の場合は、本人確認はありません。

　本号ではワクチン接種についての注意点や接種当日の流れ、住所地以外での接種を希望する人の手続などについて
お知らせします。コロナワクチンの接種に当たっては、かかりつけ医に事前にご相談ください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑤

接種当日の流れ

接種当日の持参物・服装

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

高齢者施設入所者
接種（特養・老健）

75歳以上の
高齢者接種

65歳以上75歳未満の
高齢者接種

接種券
（クーポン券）発送

接種スケジュール（予定）

・接種券（クーポン券）
・予診票
※事前に記入したものをお持ちください。
・本人確認書類
※運転免許証、健康保険証、マイナンバーカードなど。
・服装…肩を出しやすい服装（半袖のＴシャツなど）
※ワクチンは肩の筋肉に注射します。

詳細はこちら

▲

住所地以外での接種を希望する場合
ワクチンの接種は、住民票がある市町村で受ける
ことが原則となっていますが、以下のようにやむ
を得ない事情による場合は、例外的に住民票所在
地以外で接種を受けることができます。

やむを得ない事情で住民票所在地以外に
長期滞在している事例
居住市町村に申請が不要な人
・長期の入院、入所者
・基礎疾患を持つ人が主治医の下で接種する場合
　等
居住市町村に申請が必要な人
・出産のために里帰りをしている場合
・遠隔地へ下宿している学生
・単身赴任者　等

受付（検温）・本人確認・予診票の確認

予診（体調・持病確認）

ワクチン接種

医師判断によって
接種を控える場合

経過観察（15～30分）
いつもと違う体調の変化や
異常があれば、会場の看護
師に声を掛けてください。

帰宅

予約した日時に接種会場に行く

接種会場で日程の再調整

接種
無料

接種当日に気を付けること
発熱（37.5度以上）や喉の痛みなどの症状がある
場合は、下記に予約キャンセルの連絡を行ってく
ださい。
【集団接種】
　予約専用電話☎０５０‐５５２６‐２４６９
【個別接種】
　予約した医療機関に電話　
【キャンセル後】
　かかりつけ医又は受診相談センターにご相談く
ださい。
 受診相談センター：☎０９７‐５０６‐２７５５

！
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▼対象者
　市内の高校に就学する生徒の保護者で、中津江村及
び上津江町に住所があり、下宿等に係る費用を払っ
ている人で、市税を完納している人

▼補助対象費用
・下宿（部屋代、食費）
・学校寮（寮費、食費）
・親戚宅等（家賃、食費相当額）
※就学する高等学校から５km以内の下宿等になります。
※下宿代に食費が含まれない場合、食費相当額は１人につき
２万5,000円（定額）です。
※いずれも電気代等の管理費は除きます。

　日田市高校生就学援助補助事業の申請を受け付けます｡

●日田市高校生就学援助補助事業のお知らせ

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

▼補助金額（月額）
・下宿、学校寮
　補助対象費用から３万5,000円を控除し、100円未
満の端数を切り捨てた額（上限１万3,000円）
・親戚宅等　8,000円

▼申請期限　５月31日㈪
※６月以降に下宿等の利用を開始した場合は、利用開始した
月の末日まで。

▼申請書配布・受付
　教育総務課（市役所別館３階）、中津江・上津江振
興局

　特別支援学級就学援助制度とは、小・中学校の「特別支援学級」に在級する児童・生徒、「通級指導教室」に通級す
る児童、通常学級に在籍する学校教育法施行令第22条の３に規定する障がいの程度に該当する児童生徒のご家庭に対
して、家庭の経済状況に応じ、学用品費等の就学上必要な経費の一部を援助する制度です。

●小・中学校の児童・生徒特別支援学級就学援助制度

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

▼対象となる世帯　市内に住所を有し、日田市立小・
中学校の特別支援学級に在級する児童・生徒、通級
指導教室に通級する児童及び通常学級に在籍する学
校教育法施行令第22条の３に規定する障がいの程度
に該当する児童生徒の保護者で、次のような理由に
よって市教育委員会が認定した人

・市民税が非課税又は減免を受けている世帯
・生活保護が廃止又は停止になったが、なお生活が苦
しく諸学費に困っている世帯
・前年中の世帯全員の総所得金額等の合計額が認定基
準額以下である世帯

※通級指導教室に通級の場合は、認定基準以上の所得でも対
象となりますが、支給額が半額となります。
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・病気や災害などの特別な事情によって、収入が著し
く減少し諸学費に困っている世帯

▼援助内容
　学用品等購入費、学校給食費　等
※新入学学用品費（令和４年度入学児童生徒のみ）は、令和
３年４月から令和４年４月までに購入し、入学に必要なも
のであると市教育委員会が認めたものが対象となります。
また、学用品費等購入費は令和４年２月以降に購入した購
入品が対象です。
※学用品費等は実費支給のため、領収書など支払証明が必要
となります。そのため、領収書等は認定結果が出るまで保
管してください。
※通級指導教室に通級の場合は、交通費のみ支給対象です。
※制度の詳細は、市ホームページ（右記二次元
　コード）をご覧になるか、下記にお問い合わ
　せください。

●令和３年度一般会計当初予算が決定しました
　広報ひた４月１日号で、当初予算案をお知らせしましたが、令和３年第１回市議会定例会で、予算の一部を減額した
修正案が可決されましたので、修正箇所についてお知らせします。

　大分県よろず支援拠点による中小企業者・創業希望
者等を対象とした出張相談会と、税務やＩＴ活用等の
各種セミナーを実施します。
【出張相談会】

▼とき
　下記のセミナー実施日
　午前10時～正午、午後３時30分～４時30分

▼ところ
　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター内）

▼時間　全て午後１時～３時
※講師は大分県よろず支援拠点コーディネーターから派遣されています。

▼定員　８人
※新型コロナウイルス感染症対策として、少人数制とします。

●出張経営相談会及び経営セミナーを実施します！

日田市ビジネスサポートセンター創業相談会
創業を考えている人や創業間もない人の色々な悩
みに対する相談会を行っています。是非、ご参加
ください。

▼とき　毎週土曜日　午前９時～午後５時
※祝日、年末年始を除く。

▼ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　　　　　（日田玖珠地域産業振興センター内）

問日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０
　商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

問①財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）
　②地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

テーマとき 講師 ところ

９月17日㈮ 堀　寿弘

新時代を生き抜く視点と施策活用

ＷＥＢマーケティング
～自社メディアの作り方～

日田市ビジネスサポートセンター
（日田玖珠地域産業振興センター２階）

仕事で使うＳＮＳの基礎

５月21日㈮ 宮崎　誠

７月16日㈮ 吉良　博

当初予算案
①一般会計当初予算額

決定額

46億4,640万円

381億2,117万円

10億2,137万円

46億5,510万円

歳入
381億1,186万円

上記のうち繰入金

上記のうち市債

10億2,076万円

当初予算案
②災害からの復旧・復興推進計画事業費

決定額

18億2,027万円

9,266万円

18億2,958万円

上記のうち
被災者への支援

総額

8,335万円

当初予算案 決定額

128億9,991万円

381億2,117万円

45億8,035万円

129億922万円

歳出
381億1,186万円

上記のうち（性質別）
普通建設事業費
上記のうち（目的別）
民生費

45億7,104万円

【セミナー】コロナ後の売上回復を支援する「販売シリーズ力強化」シリーズ

大分県よろず支援拠点

コロナに負けるな！

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

●プレミアム付商品券の使用期限が迫っています！

使用期限　５月31日㈪まで
※紙・電子共通です。

【事業者の人へ】

▼商品券の換金期限　６月18日㈮

　日田市プレミアム付商品券の使用期限が迫っています。期限を過ぎた商品券は一切使えなくなりますので、使い残
しのないようにご注意ください。
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※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

〜
事
業
所
、
企
業
の
皆
様
へ
〜

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
は
、
総

務
省
・
経
済
産
業
省
が
６
月
１
日
現
在

で
、
全
国
の
事
業
所
や
企
業
を
対
象
に
行

う
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
て
の
産

業
分
野
の
売
上
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
調
査
し
、
事
業
所
・
企
業
の
経
済

活
動
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

５
月
中
旬
か
ら
、
身
分
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
調
査
対
象
の
事
業
所
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目

的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
開
庁
日

・
５
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
５
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
試
験

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を
使
用
し
た

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
19
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容
　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

本
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分
（
第
１

期
〜
第
４
期
）
の
納
付
書
を
５
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納
付
書

は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し
て
納

付
す
る
場
合
は
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
分

の
納
付
書
４
枚
で
、
第
１
期
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
（
第
１
期
分
）
　
５
月
31
日
㈪

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

自
動
車
税
は
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
P
a
y
P
a
y
」

等
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
期

内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
　
５
月
31
日
㈪

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
☎
㉒
４
１
７
５

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

通
学
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除

却
に
対
す
る
補
助
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
次
の
各
項
目
全
て
に
該
当

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
　
等

①
通
学
路
に
面
し
て
い
る
こ
と

②
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
も
の

③
著
し
い
ひ
び
割
れ
や
傾
き
が
あ
り
、
危

険
な
状
態
に
あ
る
も
の

■
補
助
額
　
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
10
万
円
）

■
申
込
期
限
　
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

次
の
各
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
12
月
24
日
㈮

①
子
育
て
支
援
型

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
世
帯
全
員
の

前
年
の
所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

の
世
帯

■
工
事
要
件
　
子
育
て
の
た
め
に
行
う
改

修
工
事
で
補
助
対
象
経
費
が
30
万
円
以

上
の
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
30
万
円
）

②
三
世
代
同
居
支
援
型

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上

（
申
請
日
以
降
に
三
世
代
と
な
る
世
帯

を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件
　
玄
関
・
ト
イ
レ
・
浴
室
・

キ
ッ
チ
ン
の
部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上

を
増
設
す
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
５

　
（
限
度
額
75
万
円
）

③
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
、

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
３
５
０

万
円
未
満
の
世
帯

■
工
事
要
件
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

で
補
助
対
象
経
費
が
30
万
円
を
超
え
る

工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
30
万
円
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
物

は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が
述

べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
で
す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
80
万
円
）

※
建
物
区
分
や
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が

異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
24
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

地
域
が
行
う
森
林
整
備
の
助
成

森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
の
た
め
、
地
域

自
ら
が
森
林
組
合
等
に
委
託
し
て
行
う
森
林

整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。
地
域
の

防
災
拠
点
や
福
祉
施
設
等
の
周
辺
森
林
に
つ

い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
支
障

木
・
倒
木
の
除
去
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
事
業

　
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
施

設
や
そ
の
避
難
路
の
周
辺
森
林
の
う

ち
、
森
林
の
整
備
が
不
十
分
な
た
め
に

倒
木
等
の
危
険
性
の
あ
る
樹
木
の
伐

採
・
搬
出
や
支
障
木
、
倒
木
な
ど
の
除

去
等
（
対
象
面
積
：
0.1
ha
未
満
）

■
対
象
団
体
　
防
災
拠
点
や
民
間
施
設
の

管
理
者
、
自
治
会
、
地
域
団
体
な
ど

※
地
元
管
理
の
公
民
館
・
給
水
施
設
や
民
間
の

福
祉
施
設
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
こ
と

で
あ
り
、
個
人
宅
の
裏
山
は
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
額
　
10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
内

※
先
着
順
で
補
助
金
等
の
審
査
を
行
い
、
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
条
件

①
対
象
地
の
森
林
所
有
者
等
、
権
利
関
係

者
の
合
意
が
書
面
で
確
認
で
き
る
こ
と

②
事
業
開
始
後
、
お
お
む
ね
５
年
間
に
渡

る
適
正
な
管
理
を
約
束
す
る
こ
と

■
申
込
期
限
　
６
月
30
日
㈬

※
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
補
助
の
詳
細
や
提

出
書
類
に
関
す
る
説
明
を
行
う
た
め
、
５
月

31
日
㈪
ま
で
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

共
同
管
敷
設
替
え
補
助
事
業

私
道
内
に
埋
設
さ
れ
た
共
同
管
（
共
同
給

水
管
）
の
敷
設
替
え
工
事
に
対
し
て
、
工

事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
共
同
管
と
は
、
所
有
者
の
異
な
る
二
戸
以
上

の
家
屋
に
給
水
し
て
い
る
給
水
管
で
す
。

■
補
助
要
件
　

①
共
同
管
又
は
道
路
の
敷
地
に
係
る
所
有

権
、
公
有
水
面
に
係
る
権
限
そ
の
他
の

権
利
等
を
有
す
る
全
て
の
も
の
か
ら
、

敷
設
替
え
工
事
の
施
工
に
対
し
て
同
意

又
は
許
可
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

②
公
有
水
面
の
占
用
の
許
可
を
受
け
て
お

り
、
か
つ
支
障
な
く
敷
設
替
え
工
事
が

で
き
る
こ
と

③
敷
設
替
え
工
事
を
行
う
道
路
内
又
は
公

有
水
面
上
に
複
数
の
共
同
管
が
存
在
す

る
と
き
は
、
当
該
複
数
の
共
同
管
を
一

本
に
ま
と
め
る
事
業
計
画
と
な
っ
て
い

る
こ
と

④
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
の
全
員
が
水

道
料
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑤
著
し
い
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
、
管
理
者

が
特
に
敷
設
替
え
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
る
こ
と

■
補
助
額
　
敷
設
替
え
工
事
に
要
す
る
補

助
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１

　
限
度
額
70
万
円

※
年
間
予
算
額
１
４
０
万
円
で
、
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
水
道
係

　
☎
㉒
８
２
３
７
（
市
役
所
５
階
）

在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差
の
解
消
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
替
え
　
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
28
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住

宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
生
計
中

心
者
（
対
象
と
な
る
障
が
い
者
の
生
計

を
実
質
的
に
支
え
る
人
）
の
前
年
の
所

得
金
額
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で

常
時
使
用
す
る
設
備
を
障
が
い
者
に
適

す
る
よ
う
に
改
造
す
る
も
の

※
玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
居

間
、
階
段
、
洗
面
所
、
そ
の
他
の
必
要
と
認

め
ら
れ
る
箇
所
。

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
28
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

令
和
３
年
度
「
点
字
講
座
」

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

点
訳
技
術
の
習
得
と
視
覚
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
６
月
４
日
㈮
〜
令
和
４
年
３
月
18
日
㈮

　
お
お
む
ね
各
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

■
会
場
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

■
修
了
条
件

　
全
30
回
の
う
ち
15
回
以
上
出
席
し
た
人

■
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
５
４
０
円
が
必
要
。

■
対
象
　
高
校
生
以
上

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
。

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
25
日
㈫

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
く
ら
い
ま
で
の

乳
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
離
乳
食
に
つ

い
て
の
講
話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
６
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
６
月
１
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
（
２
月
〜
４
月
分
）
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
５
月
10
日
㈪

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
赤
十
字
会
員
増

強
運
動
を
実
施
し
、
活
動
資
金
の
寄
附
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
寄
附
に
対
し
て
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
の
ほ
か
、
20
万
円
以

上
の
寄
附
者
に
は
有
功
章
の
授
与
な
ど
、

表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
の
主
な
事
業

・
災
害
時
の
救
護
活
動

・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
献
血
活
動
　
等

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す

６
月
１
日
〜
７
日
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
５
月
31
日
㈪
　
午
後
５
時
〜
７
時

■
会
場

　
大
分
県
西
部
保
健
所

■
対
象
　
検
査
を
希
望
す
る
人

※
匿
名
で
検
査
で
き
ま
す
。

※
予
約
制
、
人
数
制
限
有
り
。

■
検
査
費
　
無
料

■
内
容
　
問
診
・
採
血

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
２
４
３
（
市
役
所
３
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
開
始
日
時

　
５
月
７
日
㈮
　
午
前
９
時
〜

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

５
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
、
「
ス
ラ

イ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き

　
５
月
15
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
対
象
　
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

初
夏
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

新
緑
の
季
節
、
木
々
の
間
で
さ
え
ず
る
鳥

た
ち
を
観
察
し
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
30
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

※
萩
尾
公
園
管
理
事
務
所
横
駐
車
場
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
と
き

　
５
月
30
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
申
込
等
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右

記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

Information ５.１ くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！次回の広報ひた５月15日号は、５月14日㈮に発送します。

学
童
保
育
従
事
者
講
習
受
講
生

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
学
童
保
育
従
事

者
と
し
て
即
戦
力
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

■
対
象

　
60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
希
望
又
は
現
在
入
会
し
て

い
る
人

■
申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈭
（
必
着
）

■
と
き
　
５
月
27
日
㈭
〜
28
日
㈮

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
自
治
会
館
　
研
修
室

■
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人

■
申
込
方
法

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
又
は

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
に
電
話
で
申
込
み

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
日

時
等
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

　
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
８
５
‐
５
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
７
月
受
講
生

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、
溶
接
施
工
技
術

科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間
　
５
月
６
日
㈭
〜
31
日
㈪

■
訓
練
期
間

　
７
月
７
日
㈬
〜
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
５
月
18
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

入
会
の
ご
案
内

市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

科
学
的
な
興
味
や
関
心
を
育
み
、
ア
イ
デ

ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
と
き

　
６
月
〜
令
和
４
年
３
月
ま
で
の

　
毎
月
第
２
土
曜
日
（
年
間
10
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
年
会
費
　
１
万
円

　
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
５
月
７
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
生
徒
が

触
れ
る
箇
所
の
除
菌
清
掃
や
換
気
等
を
徹
底

し
、
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３
　

　kahktt-3@
b-net.kcv.jp

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）
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こころちゃん

『
進
撃
の
巨
人
』
を
活
用
し
て

日
田
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

日
田
市
出
身
の
諫
山
創
氏
に
よ
る
大
ヒ
ッ

ト
漫
画
『
進
撃
の
巨
人
』
を
活
用
し
た
商

品
開
発
を
支
援
し
ま
す
。
商
品
開
発
に
興

味
の
あ
る
事
業
者
は
、
左
記
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

〜
事
業
所
、
企
業
の
皆
様
へ
〜

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
は
、
総

務
省
・
経
済
産
業
省
が
６
月
１
日
現
在

で
、
全
国
の
事
業
所
や
企
業
を
対
象
に
行

う
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
て
の
産

業
分
野
の
売
上
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
調
査
し
、
事
業
所
・
企
業
の
経
済

活
動
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

５
月
中
旬
か
ら
、
身
分
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
調
査
対
象
の
事
業
所
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目

的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
開
庁
日

・
５
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
５
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
試
験

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を
使
用
し
た

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
19
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容
　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

本
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分
（
第
１

期
〜
第
４
期
）
の
納
付
書
を
５
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納
付
書

は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し
て
納

付
す
る
場
合
は
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
分

の
納
付
書
４
枚
で
、
第
１
期
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
（
第
１
期
分
）
　
５
月
31
日
㈪

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

自
動
車
税
は
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
P
a
y
P
a
y
」

等
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
期

内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
　
５
月
31
日
㈪

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
☎
㉒
４
１
７
５

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

通
学
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除

却
に
対
す
る
補
助
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
次
の
各
項
目
全
て
に
該
当

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
　
等

①
通
学
路
に
面
し
て
い
る
こ
と

②
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
も
の

③
著
し
い
ひ
び
割
れ
や
傾
き
が
あ
り
、
危

険
な
状
態
に
あ
る
も
の

■
補
助
額
　
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
10
万
円
）

■
申
込
期
限
　
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

次
の
各
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
12
月
24
日
㈮

①
子
育
て
支
援
型

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
世
帯
全
員
の

前
年
の
所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

の
世
帯

■
工
事
要
件
　
子
育
て
の
た
め
に
行
う
改

修
工
事
で
補
助
対
象
経
費
が
30
万
円
以

上
の
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
30
万
円
）

②
三
世
代
同
居
支
援
型

　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上

（
申
請
日
以
降
に
三
世
代
と
な
る
世
帯

を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件
　
玄
関
・
ト
イ
レ
・
浴
室
・

キ
ッ
チ
ン
の
部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上

を
増
設
す
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
５

　
（
限
度
額
75
万
円
）

③
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
、

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
総
額
が
３
５
０

万
円
未
満
の
世
帯

■
工
事
要
件
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

で
補
助
対
象
経
費
が
30
万
円
を
超
え
る

工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　
（
限
度
額
30
万
円
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
物

は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が
述

べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
で
す
。
自
宅
の
耐
震
性
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
80
万
円
）

※
建
物
区
分
や
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が

異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
24
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

地
域
が
行
う
森
林
整
備
の
助
成

森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
の
た
め
、
地
域

自
ら
が
森
林
組
合
等
に
委
託
し
て
行
う
森
林

整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。
地
域
の

防
災
拠
点
や
福
祉
施
設
等
の
周
辺
森
林
に
つ

い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
支
障

木
・
倒
木
の
除
去
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
事
業

　
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
施

設
や
そ
の
避
難
路
の
周
辺
森
林
の
う

ち
、
森
林
の
整
備
が
不
十
分
な
た
め
に

倒
木
等
の
危
険
性
の
あ
る
樹
木
の
伐

採
・
搬
出
や
支
障
木
、
倒
木
な
ど
の
除

去
等
（
対
象
面
積
：
0.1
ha
未
満
）

■
対
象
団
体
　
防
災
拠
点
や
民
間
施
設
の

管
理
者
、
自
治
会
、
地
域
団
体
な
ど

※
地
元
管
理
の
公
民
館
・
給
水
施
設
や
民
間
の

福
祉
施
設
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
こ
と

で
あ
り
、
個
人
宅
の
裏
山
は
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
額
　
10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
内

※
先
着
順
で
補
助
金
等
の
審
査
を
行
い
、
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
条
件

①
対
象
地
の
森
林
所
有
者
等
、
権
利
関
係

者
の
合
意
が
書
面
で
確
認
で
き
る
こ
と

②
事
業
開
始
後
、
お
お
む
ね
５
年
間
に
渡

る
適
正
な
管
理
を
約
束
す
る
こ
と

■
申
込
期
限
　
６
月
30
日
㈬

※
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
補
助
の
詳
細
や
提

出
書
類
に
関
す
る
説
明
を
行
う
た
め
、
５
月

31
日
㈪
ま
で
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

共
同
管
敷
設
替
え
補
助
事
業

私
道
内
に
埋
設
さ
れ
た
共
同
管
（
共
同
給

水
管
）
の
敷
設
替
え
工
事
に
対
し
て
、
工

事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
共
同
管
と
は
、
所
有
者
の
異
な
る
二
戸
以
上

の
家
屋
に
給
水
し
て
い
る
給
水
管
で
す
。

■
補
助
要
件
　

①
共
同
管
又
は
道
路
の
敷
地
に
係
る
所
有

権
、
公
有
水
面
に
係
る
権
限
そ
の
他
の

権
利
等
を
有
す
る
全
て
の
も
の
か
ら
、

敷
設
替
え
工
事
の
施
工
に
対
し
て
同
意

又
は
許
可
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

②
公
有
水
面
の
占
用
の
許
可
を
受
け
て
お

り
、
か
つ
支
障
な
く
敷
設
替
え
工
事
が

で
き
る
こ
と

③
敷
設
替
え
工
事
を
行
う
道
路
内
又
は
公

有
水
面
上
に
複
数
の
共
同
管
が
存
在
す

る
と
き
は
、
当
該
複
数
の
共
同
管
を
一

本
に
ま
と
め
る
事
業
計
画
と
な
っ
て
い

る
こ
と

④
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
の
全
員
が
水

道
料
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑤
著
し
い
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
、
管
理
者

が
特
に
敷
設
替
え
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
る
こ
と

■
補
助
額
　
敷
設
替
え
工
事
に
要
す
る
補

助
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１

　
限
度
額
70
万
円

※
年
間
予
算
額
１
４
０
万
円
で
、
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
水
道
係

　
☎
㉒
８
２
３
７
（
市
役
所
５
階
）

在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差
の
解
消
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
替
え
　
等

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
28
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住

宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
生
計
中

心
者
（
対
象
と
な
る
障
が
い
者
の
生
計

を
実
質
的
に
支
え
る
人
）
の
前
年
の
所

得
金
額
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で

常
時
使
用
す
る
設
備
を
障
が
い
者
に
適

す
る
よ
う
に
改
造
す
る
も
の

※
玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
居

間
、
階
段
、
洗
面
所
、
そ
の
他
の
必
要
と
認

め
ら
れ
る
箇
所
。

■
助
成
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限
　
５
月
28
日
㈮

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

人権コラム　　心、豊かに

本当の「当たり前」に

　毎年５月３日は憲法記念日です。「国民の祝
日に関する法律」には「日本国憲法の施行を記
念し、国の成長を期する。」と定められていま
す。
　普段の生活の中で、「憲法」を意識すること
はあまりないかもしれません。しかし、憲法と
私たちの人権には、深い関わりがあるのです。
　日本国憲法の第３章「国民の権利及び義務」
の第11条には「国民は、すべての基本的人権の
享有を妨げられない。この憲法が国民に保障す
る基本的人権は、侵すことのできない永久の権
利として、現在及び将来の国民に与へられ
る。」と定められています。このように、普段
から意識していなくても、私たちの人権は憲法
によって守られています。
　また、第11条の他にも、第13条の「すべて国
民は、個人として尊重される。生命、自由及び
幸福追求に対する国民の権利については、公共
の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上
で、最大の尊重を必要とする。」や、第14条の
「すべて国民は、法の下に平等であつて、人
種、信条、性別、社会的身分又は門地により、
政治的、経済的又は社会的関係において、差別
されない。」、第19条の「思想及び良心の自由
は、これを侵してはならない。」のように、私
たちが生きていく上でとても重要である、個人
として尊重されることや、あらゆる差別を受け
ないこと、思想の自由といったことも憲法に定
められています。
　「今さらそんなことは言われなくても分かっ
ている」という人も多いかもしれません。確か
に、憲法に書かれていることは「当たり前」の
ことです。しかし、日本国憲法の公布から70年
以上が経過した現在でも、性別や国籍、出身地
などによって本来受けるはずのない差別に苦し
んでいる人たちがいます。
　そんな人たちの気持ちに少しでも寄り添っ
て、全ての人が本当の意味で憲法に定められた
権利を「当たり前」と言えるようにするため
に、自分にできることを考えてみる機会にして
はいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

令
和
３
年
度
「
点
字
講
座
」

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

点
訳
技
術
の
習
得
と
視
覚
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
６
月
４
日
㈮
〜
令
和
４
年
３
月
18
日
㈮

　
お
お
む
ね
各
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

■
会
場
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

■
修
了
条
件

　
全
30
回
の
う
ち
15
回
以
上
出
席
し
た
人

■
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
５
４
０
円
が
必
要
。

■
対
象
　
高
校
生
以
上

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
。

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
25
日
㈫

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
く
ら
い
ま
で
の

乳
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
離
乳
食
に
つ

い
て
の
講
話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
６
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
６
月
１
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
（
２
月
〜
４
月
分
）
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
５
月
10
日
㈪

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
赤
十
字
会
員
増

強
運
動
を
実
施
し
、
活
動
資
金
の
寄
附
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
寄
附
に
対
し
て
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
の
ほ
か
、
20
万
円
以

上
の
寄
附
者
に
は
有
功
章
の
授
与
な
ど
、

表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
の
主
な
事
業

・
災
害
時
の
救
護
活
動

・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
献
血
活
動
　
等

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す

６
月
１
日
〜
７
日
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
５
月
31
日
㈪
　
午
後
５
時
〜
７
時

■
会
場

　
大
分
県
西
部
保
健
所

■
対
象
　
検
査
を
希
望
す
る
人

※
匿
名
で
検
査
で
き
ま
す
。

※
予
約
制
、
人
数
制
限
有
り
。

■
検
査
費
　
無
料

■
内
容
　
問
診
・
採
血

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
２
４
３
（
市
役
所
３
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
開
始
日
時

　
５
月
７
日
㈮
　
午
前
９
時
〜

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

５
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
、
「
ス
ラ

イ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き

　
５
月
15
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
対
象
　
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

初
夏
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

新
緑
の
季
節
、
木
々
の
間
で
さ
え
ず
る
鳥

た
ち
を
観
察
し
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
30
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

※
萩
尾
公
園
管
理
事
務
所
横
駐
車
場
集
合
。

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
と
き

　
５
月
30
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
申
込
等
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右

記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

次回の広報ひた５月15日号は、５月14日㈮に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

学
童
保
育
従
事
者
講
習
受
講
生

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
学
童
保
育
従
事

者
と
し
て
即
戦
力
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

■
対
象

　
60
歳
以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
希
望
又
は
現
在
入
会
し
て

い
る
人

■
申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈭
（
必
着
）

■
と
き
　
５
月
27
日
㈭
〜
28
日
㈮

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
自
治
会
館
　
研
修
室

■
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人

■
申
込
方
法

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
又
は

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
に
電
話
で
申
込
み

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
日

時
等
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

　
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
８
５
‐
５
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
７
月
受
講
生

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、
溶
接
施
工
技
術

科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間
　
５
月
６
日
㈭
〜
31
日
㈪

■
訓
練
期
間

　
７
月
７
日
㈬
〜
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
５
月
18
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

入
会
の
ご
案
内

市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

科
学
的
な
興
味
や
関
心
を
育
み
、
ア
イ
デ

ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
と
き

　
６
月
〜
令
和
４
年
３
月
ま
で
の

　
毎
月
第
２
土
曜
日
（
年
間
10
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
年
会
費
　
１
万
円

　
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
５
月
７
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
生
徒
が

触
れ
る
箇
所
の
除
菌
清
掃
や
換
気
等
を
徹
底

し
、
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３
　

　kahktt-3@
b-net.kcv.jp

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Information ５.１ くらしの情報
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まちの話題

愛らしいニホンヤマネに感激
　３月18日、すぎっ子こども園園児６人が上津江
振興局でニホンヤマネの様子を見学した。ニホン
ヤマネは体長６cmほどの幼体で、３月上旬に町内
の立木伐採現場で発見された。園児たちは冬眠す
る姿に「かわいい」「ちっちゃい」と小声でささ
やき、最後に「やーちゃん」と命名して、みんな
で描いたイラストをプレゼントした。

桜開花！春の訪れを感じる
　３月23日、天瀬町五馬市の天瀬農業公園で春の
訪れを告げる桜が見頃を迎えた。桜の開花時期にな
ると、桜を見ようと市内外から観光客が訪れる。こ
の日も、カメラを持った観光客が、桜の撮影を行う
など、美しく咲いた桜に癒されていた。開花を楽し
みに訪れた人は「美しく咲いた桜を見ることができ
てよかった」と笑顔を浮かべていた。

楽しくステップ運動
　３月17日、天瀬公民館でステップ運動・スロー
ジョギング教室の「あまがせ笑楽康」が行われた。
毎月、第１・３水曜日に開催されており、この日は
体組成計で体の状態を確認。ステップ運動リーダー
指導の下、リズムにあわせてステップ運動を行っ
た。参加者は「動きを覚えるまでは大変でしたが、
楽しく運動できました」と笑顔で汗を拭っていた。

最後まで駆け抜ける
　３月14日、第22回天領日田ひなまつり健康マラ
ソン大会が行われた。コースは、10㎞とハーフの
２コース。７日前からの検温表の提出や手指消毒、
分割したスタートなどの新型コロナウイルス感染症
対策を行った上で開催された今大会。陸上競技場か
らスタートした参加者853人は、日田の町並みを楽
しみながら、最後まで走り抜けていた。

お仕事マッチング
　３月26日、日田地区商工会と連携して昨年11月
の日田市移住体験ツアーに参加した福岡市在住の若
者のお仕事マッチングが行われた。農家の畑見学や
移住予定地域の自治会長から地域行事などの説明を
受け、移住後のイメージを膨らませていた。市で
は、企業に就職するサポートや就農、起業の支援も
行っている。

進撃の巨人 in HITA ミュージアム開館
　３月27日、道の駅水辺の郷おおやまに「進撃の
巨人 in HITAミュージアム」が開館した。この施設
では、『進撃の巨人』の貴重な原画作品や動画、諫
山創先生の幼少期の作品などを展示。来館者は、進
撃の日田プロジェクトの新たな観光名所に喜びの声
を上げていた。この施設は入場無料で、ここでしか
見ることのできない『進撃の巨人』を堪能できる。

日田上津江

天瀬

春のお弁当に心もほころぶ
　２月28日から３月２日にかけて、上津江地区社
会福祉協議会と各自治会が連携し、一人暮らしの高
齢者へ配食サービスを行った。旬の食材を使った季
節感あふれるお弁当を、民生委員・福祉委員等が訪
問して手渡した。受け取った人たちは思いがけない
プレゼントに「最近はコロナでどこにも出て行かん
き、とても嬉しい」と顔をほころばせた。

練習の成果を発揮！
　３月19日、三隈中学校と北部中学校の生徒が大分
県代表として、第21回全日本中学生バドミントン選
手権大会に出場することになったため、市長を表敬
訪問した。また、同時に第14回九州中学生バドミン
トン選手権大会結果報告も行われた。選手の皆さん
は「今まで頑張ってきたことを発揮し、チームの勝
利に貢献したい」と力強く意気込みを語った。

しょうがくこう

Ⓒ諫山創／講談社

Ⓒ諫山創／講談社
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災害時に役立てて
　３月12日、市内で林業機械販売等を手掛ける(株)
リタプラスから、災害活動に役立つようにと移動式
軽油（灯油）容器一式が市に寄贈され、中津江振興
局に設置された。容器は約300リットルの軽油や灯
油を入れて運搬できるため、非常時の燃料補給に役
立つと期待されている。この日は、職員が早速、機
能の説明を受け、使用方法を丁寧に確認した。

地域で防ごう！特殊詐欺被害
　３月14日、中津江ホールで中津江公民館教室発
表会が開催された。むらづくり役場で防犯活動等に
取り組む「まもる部会」を中心に結成した劇団が寸
劇を披露し、方言交じりの演技に会場は大きな笑い
に包まれた。寸劇は特殊詐欺被害の注意喚起を促す
内容。中津江で勤務する警察官や集落支援員も全面
協力。地域ぐるみで安全を守る取組みとなった。

晴天に恵まれた豊作祈願祭
　２月28日、おおくぼ台梅園で「第41回日田おお
やま梅まつり」の神事として豊作祈願祭が行われ
た。今年は新型コロナウイルス感染症対策のため関
係者のみで開催し、梅娘認証式やアトラクションな
どのイベントは中止となった。当日は晴天に恵まれ
梅の花が見頃を迎えていたため、祈願祭終了後も多
くの観梅客が訪れていた。

響峠バイパス開通！
 ３月28日、国道212号の「響峠バイパス」が開通し
た。今回開通した区間は道幅が狭く、歩行者と車が接
触する危険があったことから、県が2002年度から事
業に着手。響峠バイパスは野瀬部地区から鎌手地区を
結ぶ総延長2.4Kmの道となり、従来より所要時間が
短縮できるようになった。式典には広瀬県知事や日田
市長らが出席し、午後２時から一般開放された。

五穀豊穣と無病息災を祈願
　４月１日、大野地区で国の指定重要文化財の大野
老松天満社で春祭りが執り行われた。例年、氏子が
しめ縄を作り初日は老松社から御仮屋にみこしが下
がるが、今年は新型コロナウイルス感染症対策のた
め、神事のみ行われた。この日は天候にも恵まれ地
元氏子が約30人集まり、五穀豊穣や無病息災を祈
願した。

大山

中津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題
前津江

元気いっぱい！おひさまのはら
　４月５日、大野地区にある森のようちえん「おひ
さまのはら」の入園式と進級式が行われ、今年は７
人の園児が入園した。
　子供たちは１年を通じて、前津江町の森の中で自
由に遊んだり、里山を散歩して地域住民と交流した
りして、生きる力を培っていく。
　入園式では、園児たちが保護者の演奏に合わせて
「おひさまのはら」のテーマソング「おひさまいっ
ぱい、のはらにいっぱい」を歌うと、式前には曇っ
ていた天気が次第に晴れ、まるで前津江の自然も園
児たちの入園、進級を歓迎しているようだった。
　式後、お弁当を食べて早速、元気いっぱいに大自
然の中で遊ぶ園児たち。明るくて楽しい入園式、進
級式となった。

前津江シーズン到来
　前津江町の厳しい冬が終わり、アウトドアに最適な
季節がやってきた。前津江振興局付近ではシャクナゲ
が咲き始め、見頃を迎えている。また、釈迦岳などの津
江三山は、新緑を見ながら心地よく登山ができ、さらに
はキャンプをするのに過ごしやすい時期。新型コロナ
ウイルス感染症対策をして、前津江町の自然を楽しん
でほしい。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

地域おこし協力隊活動㉑
地域を盛り上げます！ 今回は前津江地区で活動している鹿野さんを紹介します！

大好き図書館！

  

心の架け橋 社会を知ること、自分を知ること～１年間の就労を経て～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
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Ｎ
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し
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―

　令和元年10月から前津江地区の地域おこし協力隊に着任
した鹿野翔です。「観光と農業と地域を連結させよう」を
ミッションに活動しています。以前は佐伯市で地域おこし協
力隊として、食育・有機農業の普及活動をしていました。
　前津江公民館で行われた前津江の未来を考えるワーク
ショップで、地元中学生が発した「前津江にはショッピング
モールがない」の一言をきっかけに、地元の大人たちが協力
して「憩いの杜 やませみ」というお店を作りました。とに
かくやってみよう！と自分たちで改装し、メニューを考案す
る地元の人たちの姿はとてもパワフルで、私はついていくの
がやっとです。やませみでは、前津江産の野菜やゆずごしょ
うなどの特産品の販売、鹿飯おにぎりなどの飲食の提供を
行っています。是非、一度足を運んでみてください。
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鹿野 翔さん
しょう

新たな観光地に向かって一緒に取り
組む人を募集しています。興味のあ
る人は下記にご連絡ください。
問天ヶ瀬温泉未来創造プロジェクト
　　amamira0707@gmail.com

新刊情報
理由がわかればもっと面白い！
西洋絵画の教科書
田中久美子／監修　
ナツメ社　

絵の生い立ち、画家の人生や思い…。
名画と呼ばれる「理由」を知ると、絵画は一気に面白く
なる。知っておきたい有名作品からとっておきの作品ま
で、西洋絵画の見方や見どころをビジュアルでわかりや
すく解説。美術展がもっと楽しくなる１冊。

▲前津江ふるさと便

▲やませみオープン式典

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　５月８日㈯　
　午後３時～
　５月22日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

29

土日 月 火 水 木 金

５月の休館日（○…休館日）

３
10
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７
14
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６
13
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2726

５
12
19

２
９
16

25

４
11
18

23
30

24
31

８
15
22

１

※５月６日㈭は、５月３日㈪の振替えのため休館します。

　私は、社会に出る前は、失敗が怖く働いた経験がな
かったので「自分が何かすると、いつも周りに迷惑を
掛けてしまう。それなら自分は何もしないほうがい
い」と働くことに前向きではありませんでした。
　しかし、一年の就労経験を経て、この考え方が間違
いであることに気付くことができました。もっと言え
ば、私が思っているより、私自身のことを私は知らな
いということに気付くことができました。
　誰にでも得意・不得意があり、その中で工夫をする
ことで解決したり、人に伝えることで回避できるミス

も多くあったりします。また、人と関わることで得意
なことが見つかることもあります。
　私がこの就労を経て感じたのは、自分の長所は自分
自身では気付くことができないということと、自分を
知る大切さです。自分は何が得意で何が不得意なのか
を、自分一人ではなく、支えてくれる人たちと一緒に
考えていくことが、自分自身を理解することや自分を
守ることにもつながります。
　私はこの気付きをきっかけに、これからも怯えるの
ではなく、挑戦して自立していきたいと思います。

　今回は、障がいのある人が１年間の一般就労を通じて学んだことの話です。

図書館のマナーを確認してみよう
～みんなで楽しく図書館を利用するために～

　図書館の本や雑誌、新聞など所蔵資料は、利用する全
ての人のものです。次に借りる人が気持ちよく利用でき
るよう、下記に注意しましょう。

返却本を汚さないようにしましょう

　最近、返却本の汚れが目立っています。自宅で「飲み
ながら」、「食べながら」本を読むのはやめましょう。
本を汚したり、破損したりする原因につながります。

本を汚したら届け出ましょう

　誤って本を汚したり、破ってしまった場合は、必ず窓
口に届け出ましょう。

コピーサービスなどを利用しましょう

　利用したい情報がある場合、コピーサービスなどを利
用しましょう。本や新聞を切り取らないようにしてくだ
さい。

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来館を
ご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫感染
防止にご配慮ください。

▲シンボルマーク

2021. 5. 1　広報ひた広報ひた　2021. 5. 1 2021



日田市の人口
（令和３年３月31日現在） 

■人口　
　63,434人
　（前月比－405人）
・男　30,078人
・女　33,356人
■世帯数
　27,413世帯

　★わくわく制作（母の日制作）
　７日㈮　10:30～
　★ふれあいｄａｙ
　11日・25日㈫　11:00～
　お話し会
　20日㈭　11:00～
　★音あそび（療育事業）
　21日㈮　11:00～
　チャレンジキッズ
　22日㈯　11:00～　

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設５月の主な催し　　

●プレゼント作り
　　７日㈮　10:30～11:30
　　８日㈯　10:30～11:30
●お話し会
　　13日㈭　10:30～
　　19日㈬　15:30～
　リズム遊び
　27日㈭　10:30～

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●プレゼント作り
　　５日㈷　10:30～
　　８日㈯　10:30～
　作って遊ぼう
　19日㈬　10:30～
　いも苗植え
　22日㈯　10:30～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　19日㈬　10:00～11:00
★ベビーマッサージ
　25日㈫　10:00～11:00
●お誕生会
　27日㈭　10:00～11:00
※誕生者は９:45までに来てください。

●身体測定＆何してあそぶ？
　（野菜を育てよう）
　13日㈭　10:00～12:00
●フレンズデイ（土曜開放日）
　15日㈯　10:30～12:00
●よちよちルーム～子育てのお話をしましょう～
　17日㈪　10:00～

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★試食会
　12日㈬　11:15～
※園の昼食を試食できます。
★リトミック
　18日㈫　11:30～
★親子エクササイズ
　19日㈬　10:30～

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回登
録申請書を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）
は、毎週土曜日のみ開館しています。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ５
　７月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　６月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

森山桔衣ちゃん
（１歳・若宮町）

小

乳

乳

乳

乳

乳

小

乳

小

き い こ と

乳

小

乳

小

乳

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

小田原 蓮ちゃん
（１歳・中央１丁目）

熊本芽衣紗ちゃん
（１歳・上城内町）

め い さ あさひれん
佐藤朝陽ちゃん
（１歳・日ノ出町）

財津心翔ちゃん
（１歳・日ノ出町）

中島岳琉ちゃん
（２歳・玉川町）

れ い
梶原羚生ちゃん
（２歳・日ノ隈町）

たける

しゅうすけ
小関崇介ちゃん
（２歳・田島１丁目）

堤 汰輝ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

堤 汰凰ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

はるちかゆうじん さつき
梅野颯己ちゃん
（２歳・城内新町）

髙田治親ちゃん
（２歳・中央１丁目）

た き た お ゆきと そうた
名村颯太ちゃん
（３歳・清岸寺町）

綾垣行人ちゃん
（３歳・淡窓２丁目）

水谷祐仁ちゃん
（２歳・清水町）

各施設では、入園していなくても親子で参
加できる行事などを実施していたり、園の
見学をしたりすることができます。
認定こども園・保育園等の情報は市ホーム
ページ又は右記二次元コードからご覧くだ
さい。

３月で、まえつえ子育て支援施設は閉所しました。

中央児童館　☎㉗６４０６ 天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１
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